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研究成果の概要： 

東北から九州にかけて、煎茶文化の影響をうけた庭園と建築の事例を確認し、それらに見ら

れる意匠的特徴と、近代の庭園を特徴づけるいくつかの要因との関係を見出した。煎茶文化が、

明治から大正、昭和戦前期にかけて、当時の文化人、あるいは数寄者と呼ばれる人たちに深く

浸透し、庭園や建築の意匠に大きな影響を及ぼしていたことを明らかにした。また、煎茶文化

が根付いた事情には、それぞれの地域的個性があり、その個性が庭園文化の地域性にもつなが

っている可能性を確認した。 
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１．研究開始当初の背景 
従来、庭園の意匠を考察するにあたっては

茶の湯、即ち抹茶文化との関係で語られる事
が常であった。しかし、幕末から昭和戦前期
にかけての時期は、煎茶文化が興隆した時期
であり、その革新性は当時の文化人たちに深
く受け入れられたはずである。一方この時期
は近代庭園のスタイルが確立された時期に
もあたり、煎茶文化と近代庭園の成立には何
らかの関係性が見出せる可能性があった。 

近代庭園に関する研究についてはすでに
全国の個別的な事例の研究に関する多くの

蓄積がある。それらの総括的に考察する必要
があり、近代庭園の地域的特徴が成立する要
因を解明するに際し、煎茶文化の伝播と影響
を採りあげる試みはこれまで未着手であっ
た。 
 
２．研究の目的 
（１）数寄者を代表とする文化人たちが、趣
味的な行為を行うために造営した、庭園と建
築からなる場を数寄空間と定義し、近代にお
ける数寄空間の成立過程においての煎茶文
化の影響を実証的に明らかにする。 
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（２）これまでの庭園史の研究においては積
極的に評価されることのなかった煎茶文化
の影響を時代の志向として積極的に評価し、
煎茶文化が伝播し浸透した事情と、その影響
を受けた庭園文化の地域性の関係を明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
（1）幕末から明治期にかけて全国で盛行す
る煎茶会に関する資料である煎茶図録およ
び煎茶書を、史料としての妥当性を検証、そ
れらを系統的に整理・分析し、煎茶の場とし
てしつらえられた庭園と建築の空間的特質
とそこに展開した意匠的特徴を明らかにす
る。 
（２）近代に成立した各地の庭園・建築内で
行われたさまざまな文化的行為のうち、特に
煎茶文化に関わる事象を抽出し、そこで庭園
や建築がどのような機能を果たしていたの
かを考察することによって、近代庭園の意匠
に反映された煎茶文化の影響とその地域に
よる差異を解明し、近代の数寄空間が成立し
た要因のなかで、特に煎茶文化の影響につい
て、地域性を踏まえながら考察する。 
（３）近代に成立した庭園を、日本における
煎茶文化の伝播ルート、あるいは煎茶文化が
隆盛した地域として、京都・大阪を中心とし
た関西地域、名古屋を中心とした東海地域、
九州地域、瀬戸内海沿岸地域、北陸地域、そ
の他の地域に分類し、それらの庭園が成立し
た背景や、そこで行われた様々な文化的行為
のうち、特に煎茶に関した事柄を文献等によ
って明らかにした。それとあわせて遺構の実
地調査を行い、それぞれを復元的に考察する
ことにより、近代庭園の意匠的特徴にみられ
る地域性について考察する。 
 
４．研究成果 
（１）煎茶図録を収集し、その史料性を検討
しリスト化した。嘉永 5年（1852）の「茗醼
品目」以降、大正末年までの間に上梓された
煎茶図録 74 種類について、それぞれの所蔵
先を明確にし、主要な図録に関しては購入、
あるいはコピーを入手した。煎茶図録の共通
した特徴として、煎茶会で披露された道具類
や展観された美術品のほか、座の構成や室礼、
周辺環境などが明らかになる図が添付され
ていることから、煎茶の場を復元考察する上
で、きわめて貴重かつ有効な史料であること
を示した。 
（２）日本の近代に成立した数寄空間につい
て、既往の研究および調査報告書等を調査し、
所在地の立地条件や地理的・歴史的特徴また、
造営にかかわった作庭者や大工、そこで行わ
れた文化的行為などについて整理・分析した。
また、全国に存在する近代の数寄空間を、明
らかに煎茶のためにつくられたもの、あるい

は煎茶会が行われるなどして煎茶文化との
関わりが深い庭と建築、など、煎茶文化との
関わりの度合いについて考察し、それぞれを
分類・整理した。これらの結果を日本地図上
に整理し、煎茶文化の浸透度合の地域性につ
いて明らかにした。 
（３）日本における煎茶文化の伝播ルートと
して九州・瀬戸内・近畿、関東・東海、北陸・
東北のルートを想定し、それらの地域に現存
する近代庭園について現地調査を行った。現
地調査では、関連史料の収集と聞き取り、お
よび写真撮影等を行い、それぞれの数寄空間
の特徴、煎茶文化とのかかわりについて明ら
かにした。 

調査し記録を作成した数寄空間は以下の
通りである。 
①九州地域 

唐津 高取家 
飯塚 麻生家 
熊本 続家（釣耕園及び叢桂園） 
柳川 旧戸島家 

 御花 
長崎 史跡料亭「花月」 庭園／建築 

②中国地域 
尾道 島居家  
萩 指月城跡（花江茶亭、梨羽家茶室） 
 湯川家 
 菊屋家 
 東光寺 
 松陰神社（花月楼ほか） 

③四国地域 
大洲  臥龍山荘 
新居浜 廣瀬邸 

④近畿地域 
和歌山 郭邸 
京都  東山大茶会での諸施設 

何有荘 
長浜  安藤家 

柴田家 
成田家 

赤穂  田淵家 
    寺田家  

⑤北陸地域 
武生  芹川家 
    辻家 
金沢  旧寺島蔵人邸 

 城南荘 
⑥東海地域 

半田  中埜家 
    辻家 
津島  三養荘 

長珍酒造 
浅井家 
伊勢屋茶舗 
宝泉寺 

⑦関東地域 
  東京  旧岩崎邸 



      殿ヶ谷戸公園 
      旧渋沢邸 
  神奈川 旧松尾家 
⑧東北地域 
  山形  細谷家 
      海老名家 
      柏倉家 

鈴木家 
 
また、今回の調査で新たに発掘し、翻刻等

の整理を行った史料は以下の通りである。 
①和歌山郭家道具資料 
②長浜歴史資料館に残る道具資料  
③赤穂田淵家の道具資料 
④山形細谷家の道具資料 
⑤細谷家煎茶図録 
⑥江馬細香『湘夢詩草』 
  

また、今回の研究において、近代の数寄空
間の成立と意匠的特徴を煎茶文化との関係
で論じるに際し、重要人物として採り上げ、
その動向を考察した人物は以下の通りであ
る。 
①頼山陽から頼三木三郎まで 
②富岡鉄斎 
③梁川星厳 
④釧雲泉 
⑤田能村竹田 
⑥田能村直入 
⑦江馬蘭斎と細香 
⑧小原鉄心 
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